
組織論、ゲマインシャフトと
ゲゼルシャフトの役割を認識しよう

東京大学　名誉教授
（ファインセラミックスセンター名誉所長、参与）

柳田博明

　昨今は哲学的な言葉を使って議論をすることが少なくなった。筆者が大学生の頃まで

は、社会あるいは組織の構造を議論するとき、ゲゼルシャフトとかゲマインシャフトと

いう語句を使った。国立大学が法人化された心髄は、実はゲマインシャフトからゲゼル

シャフトへの脱皮を迫られたとも言い換えられるのである。ファインセラミックスセン

ターの今後を考えるとき、この組織論は不可欠である。

　三省堂辞書によると、ゲマインシャフトとゲゼルシャフトは、以下のように説明され

ている。両語句ともドイツの社会学者テニエスが唱えた社会類型の一である。ゲマイン

シャフト [ Gemeinschaft　〔(ドイツ語) 〕、血縁に基づく家族、地縁に基づく村落、友情に

基づく都市などのように、人間に本来備わる本質意思によって結合した有機的統一体と

しての社会。共同体。協同体。これに対し、ゲゼルシャフトは以下のように説明されている。

　〔(Gesellschaft)ドイツ語〕〕、人間がある目的達成のため作為的に形成した集団。基本的

に合理的・機械的な性格をもち、近代の株式会社をその典型とする。近代社会は共同社会

に対してこの利益社会が優越的であるところから、近代社会の性格を示す言葉としても

使われる。目的社会。である。

　我が国は、古来、「和」の社会である。組織が、何の目的のために設定されたかは深刻に

問わずに、組織内の和を優先して運営が行われる。ゲマインシャフトはいわば、「ムラ社会」

である。我が国は、ムラ社会の集合体で推移してきたのである。確かに村のように自然に

発生した社会では、これでよいのかもしれない。しかし、世界には異なる論理で運用され

ている社会、組織が存在する。これらの組織との協調、競争のためには、少なくとも、ムラ

社会でない論理が存在することを認識する必要がある。まして、大学、あるいはファイン

セラミックスセンターのように、目的を持って設立された組織では、あまりにも和を優

先すると、設置の本来の目的を達成できず、存立の根拠を失うことになる。あるいは支持

基盤を失うことになる。自己保存の論理・倫理を優先して、破綻した多くの組織を最近我

が国でも多く見る。大学、ファインセラミックスセンターはゲゼルシャフトであること

を忘れてはならないのである。目的社会がその目的を達成するために、もっとも基本的

なことは、目的自身の確認である。組織の維持は最終目的ではなく、目的を達成するため

に、組織をどう維持するかという策を講ずることが必要なのである。優先順位を間違え

てはならない。

　ともすると、目的社会の目的達成のためには、個人の我慢、忍耐が要求されることがあ

る。しかし、大学あるいはファインセラミックスセンターのように、研究の要素が大きい

ところでは、その目的は、世界の最先端、あるいは最重要課題の展開あるいは解決である。

そこでは、個人の創意、意欲、が充分生かされることが不可欠となる。組織維持の論理あ

るいは方策が、個人の創意や意欲を損なうようなことがあっては、自殺行為なのである。

組織の目的達成のために、最優先事項は何であるか、よく考え、認識して行動したいもの

である。
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　議　題　１．平成１６年度事業報告書及び収支決算書承認について
　　　　　２．評議員・顧問の委嘱及び委嘱解除について

○第４１回理事会

　議　題　１．平成１６年度事業報告書及び収支決算書報告について
　　　　　２．理事の選任及び退任について

○第４０回評議員会

評議員
評議員
評議員
評議員
評議員
評議員
評議員
評議員
評議員
評議員
顧　問
顧　問

石川　茂樹
伊東　孝紳
漆畑　広明
太田　　徹
金井　義邦
国分　文也
田中　義政
勅使河原力
三浦　　悟
横川　　信
新木富士雄
幕田　圭一

ブラザー工業（株）　取締役常務執行役員　技術部長
本田技研工業（株）　常務取締役　鈴鹿製作所長
三菱電機（株）　環境・エネルギー・材料技術部門　部門長
伊藤忠商事（株）　常務執行役員　名古屋支社長
三菱商事（株）　常務執行役員　中部支社長
丸紅（株）　執行役員名古屋支社長
日産自動車（株）　第一技術研究所長
三菱化学（株）　石化研究センター　アクリレート技術開発室長
三井物産（株）　常務執行役員　中部支社長
オークマ（株）　研削盤技術Ｇ　グループリーダー
北陸経済連合会　会長

（社）東北経済連合会　会長

服部　親将
佐々木勝彦
内川　英興
谷村　　健
稲井　駿一
山田　修造
篠原　　稔
岩倉　具敦
守山　　淳
寺崎　文敏
山田　圭藏
八島　俊章

　（新任） 　（役職） 　（退任）

２．評議員・顧問の委嘱及び委嘱解除

理　事 平野　　洋 愛知県　産業労働部長 久保　泰男

　（新任） 　（役職） 　（退任）

１．理事の選任及び退任

①「ナノカーボン応用製品創製プロジェクト」
②「生体材料の研究開発」

ＮＣＴ推進室　研究開発部長
材料技術研究所　グループマネジャー

小野　春彦
水野　峰男

３．研究成果紹介

６月２１日にＪＦＣＣ会議室において、第４１回理事会及び第４０回評議員会を開催しました。
平成１６年度事業報告・収支決算、役員の異動の議案について承認あるいは同意されました。また、最近の研究成果

を２件紹介しました。

理事会・評議員会を開催
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当財団は、本年５月で昭和６０年５月の設立から満２０周年を迎えました。これを記念して、現役の役職員とＯＢの
方々の出席により、記念パーティを５月２７日（金）中部電力東桜会館で開催しました。ＯＢの方々と旧交を温め、２０
年間を振り返るとともに次代への新たな飛躍を語り合いながら盛会裏に終了しました。

ＪＦＣＣ設立２０周年記念パーティを開催

理事会・評議員会の審議 研究成果の展示

瀬谷会長挨拶 会場の様子

ムジカセラミカの演奏



ナノカーボン技術
（NCT）プロジェクト

ナノテクノロジープログラム
NEDO委託事業

（H14～(H18)年度）

4

ナノカーボン応用製品創製プロジェクト（NCTプロジェクト）

「ナノカーボン」とは？

「ナノカーボン応用製品創製プロジェクト」体制図

プロジェクトの委託期間と予算

経済産業省

九州大学（5）

千葉大学（3）

(財)産業創造研究所（5）

山形大学（1）

九州大学（1）

ナノカーボン応用製品創製プロジェクト

研究者総数87名

新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO)

プロジェクト予算総額：４３億円

（財）ファインセラミックス
センター（ＪＦＣＣ）

(独)産業技術
総合研究所（13）

ＪＦＣＣ　(８名)
日本電気　(１５)
富士通　(１８)
三菱重工業　(８)

日機装　(５)
三菱レイヨン　(１)
ＮＯＫ　(４)

共同実施

H14～15参加：東レ、GSIクレオス

飯島澄男ＰＬ（産総研ナノカーボン研究センター長）

カーボンナノチューブ（CNT）など、ナノサイズの炭素系材料の総称

単層ナノチューブ（SWNT） 合成したCNTの外観 SWNTの電子顕微鏡写真多層ナノチューブ（MWNT）

2002

H14予算総額  709百万円 H15予算総額  1,283百万円 H16予算総額  1,220百万円 H17予算総額  1,073百万円

NEDO独法化

FOCUS-21（H15～H17年度）

2003 2004 2005年

Japan Fine Ceramics Center研究成果研究成果

共同実施

再委託

１）　プロジェクトの概要
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２）　カーボンナノチューブ大量合成技術

高品質のSWNTを、大量に、
安価で、生産する技術

応用技術開発を加速

Japan Fine Ceramics Center研究成果研究成果

構造制御・量産技術

市場化イメージ

・触媒合成技術　　・大量合成技術　　・構造制御技術

・化学修飾    ・開口制御    ・可溶化単分散化

・携帯燃料電池用電極技術

・量産性に優れる

・触媒分離（精製）が課題

＜反応器概念図＞

排出
ガス

ﾅﾉﾁｭｰﾌﾞ

原料

流
動
床

触媒

物理・化学的機能制御

a)　加圧流動床プロセス

・高品質

・量産性が課題

b)　気相流動法

・デバイス応用技術　 ・成長制御技術

・LSI配線ビアのためのCNT成長技術

電気的機能制御

構造評価技術

LSIデバイス高性能燃料電池

小型

軽量

長寿命

高周波

低コスト

技術の体系化

日機装分室
逆ミセル法による
超微粒子触媒
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３）　燃料電池用電極技術

燃料電池
高出力化への展開

2001

(mW/cm2)

（パッシブ型、室温）

出力 50 mW

出力 1 W

出力 2 W

出力 12 W

出力 14 W

ノートPCの動作実証
目標

0

10

20

30

40

50

100

2002 2003 2004 2005 （西暦）

燃
料
電
池
出
力
密
度

カーボンナノホーンを用いた携帯燃料電池

Japan Fine Ceramics Center研究成果研究成果

特徴　１）超高効率成長　（従来比3000倍）

　　　２）超長尺　　　　（従来比500倍）

　　　３）超高純度　　　（従来比2000倍）

CNHの広い表面積により、

微細な触媒微粒子を均一に担持

触媒反応効率の向上

径 2 mm

長
さ

 2
5
0
0
 m

 !
 !

高密度配列した単層ナノチューブ（高さ2.5mm）

花弁状のパターニング構造体

ナノホーンの量産装置

マッチ棒に例えると・・・

c)　単層CNTの Super Growth 産総研

NEC分室

NCTプロジェクト

70mW/cm2

直接メタノール型燃料電池 （DMFC）の原理

カーボン
ナノホーン

白金触媒

空
気

触
媒
担
持
電
極

触
媒
担
持
電
極

電
解
質
膜

燃
料 H+

H2OCO2

CH3OH
H2O

O2

e

e
e
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４） LSI用ビア配線応用技術 カーボンナノチューブを使ったLSI配線ビア

カーボンナノチューブビア超精密成長技術

Japan Fine Ceramics Center研究成果研究成果
富士通分室

Cuよりも２桁高い電流密度

LSIの高速動作実現

450℃で作製したカーボンナノチューブビア

試作したカーボンナノチューブビア断面構造

ナノ触媒微粒子

ナノチューブ

CNTによる低抵抗化

NCTプロジェクトから発信する応用分野への展開

直径、長さ、
方向、密度
を精密制御

5nmに分級したNi微粒子からナノチューブをCVD成長

成長制御

ナノホーン

ビア配線
トランジスタ

LSIデバイス

ボトムアップ
ナノテクノロジー

平面ディスプレイ

携帯用燃料電池

燃料電池用
セパレータ

導電性透明膜

ドラッグ
デリバリ

メッキ
技術

分散化
技術

可溶化
技術

ナノ空間
制御

単原子
評価技術

表面
機能化

High-speed & High reliable LSI

Cu

Cu
Ta

Cu

Co/Ti

Ta

CNT CNT

Ti

SiO2

Si 基板

ビア直径
2μm

環境・エネルギー技術

エレクトロニクス応用

機能性複合材料

ナノ・バイオ応用

NCT-PJNCT-PJ
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ナノコーティング用評価装置

　JFCCでは、酸化物セラミックスの高速合成とナノ構造制御を両立したコーティング技術により、発電用・航空機エ
ンジンなどのガスタービン用遮熱コーティング材料、高温電極材料などの開発を行っています。
今回は、実機環境に近い試験を行うことにより正確･精密な性能評価データを蓄積して信頼性を向上させるために導
入した、コーティング材料の熱伝導率および耐剥離性の評価装置を紹介します。

　これらの装置は、新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）から受託した経済産業省産業技術環境局のプロジェ
クト「ナノコーティング技術プロジェクト」により導入したものです。 

熱伝導率測定装置（京都電子工業製）

熱伝導率をレーザーフラッシュ法により測定します。レーザーフ

ラッシュ法では、パルス状のレーザービームを試料表面に照射し、

この時の試料裏面の温度上昇曲線を解析することにより求めた

熱拡散率から、熱伝導率を算出します。本装置では、試料を加熱す

るためのレーザー強度分布の均一性に優れるため、高精度な測定

が可能です。室温だけでなく高温（最高1500℃）における熱伝導

率の測定が可能です。

熱サイクル評価試験機（東伸工業製）

熱サイクル試験では、試料を電気炉内で加熱した後、

電気炉外に取り出して圧縮空気を吹き付け冷却、

という工程を繰り返すことにより試料に熱サイク

ル負荷をかけ、耐剥離性を評価します。本装置では

これらの工程をコンピュータ制御することにより、

自動運転、長期試験が可能です。1度に最大24個の

試料の試験が可能なので、複数の開発材料を横並

び評価でき、開発材の迅速なスクリーニングが可

能です。

Japan Fine Ceramics Center研究設備紹介研究設備紹介
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２００５年４月６日（水）～８日（金）に東京ビッグサイトにて国際セラミックス総合展２００５が開催され、ＪＦＣ
Ｃも日本セラミックス協会、日本ファインセラミックス協会とともに主催団体の一つとしてテーマゾーンに、ＪＦＣ
Ｃの概要、活動状況、主要な研究成果などを展示しました。

今回の展示会は、トピックスの「自動車、光触媒、情報通信」をはじめ、材料から応用製品にいたる企業、大学、関連団
体からの最新開発情報が公開され、３日間の会期中にあわせて１０，９０３名の来場があり、盛況でした。

国際セラミックス総合展２００５に出展

１　総会
　平成１７年度ムジカセラミカ振興会総会が理事会と合同で、４月２０日（水）１８時から電気文化会館（名古屋市中
区）で開催されました。
　議事は杉野正博（INAX社長）会長 の開会挨拶につづき、 議長に会長を選出し、議案の審議に入りました。
　議案は平成１６年度の「事業報告」、「収支決算」、平成１７年度 の「事業計画案」、「収支予算案 」、特別会計として「国
際クラリネットフェストTAMA東京への参加・協賛」についてが上程され、いずれも原案どおり可決されました。
　平成１７年度の特色は国際的な舞台で、海外からの皆様にも広くアピールできる演奏会などの事業に取り組むこと
です。 
　具体的には、愛・地球博において５月３日（火）、１６時開演でコンサート、８月１７日（水）１８時３０分開演でコン
サート及びムジカセラミカを紹介するＶＤＴの上映を行うほか、国際クラリネットフェストTAMA東京（東京都多摩
市で開催）で７月２３日（土）１８時からコンサート、７月２０日（水）～２４（日）の間、セラミックス製クラリネットな
どの展示会を行います。

２　ムジカセラミカ演奏会
　「第４回定期演奏会in 名古屋 」公演が総会終了後、１９時から電気文化会館ザ・コンサートホールで行われました。
内容は新たに編曲した組曲「展覧会の絵」ムジカセラミカ版やフルートとコンピュータとのコラボレーションによる

「Clair Ⅲ」,三善晃作曲「クラリネットの為の螺旋状の視界」など、楽しく面白い、また意欲的な演奏会となり、好評でし
た。
　また、愛・地球博「あいち・おまつり広場」におけるコンサートが５月３日（水）、１６時から行われた。
　内容は世界的なヴァイオリニスト佐藤陽子を招き、「荒城の月」「ロミオとジュリエット」「ツィゴイネルワイゼン」な
ど、馴染みがあり、親しみやすい曲目の演奏で内外からの来場者の皆様にムジカセラミカの素晴らしさを訴えました。

ムジカセラミカ振興会　総会と演奏会の開催

展示会の状況 ＪＦＣＣの展示

ムジカセラミカ総会 定期演奏会

トピックストピックス Japan Fine Ceramics Center



2004年11月1-4日に米国サンアントニオのHenry B. Gonzalez Convention Centerで開催された2004 Fuel Cell Seminar
に参加した(図1)。燃料電池に関する米国最大の会議と謳われるだけあり、参加者は2000人以上と大規模な学会であっ
た。オーラルセッションとポスターセッションが燃料電池種類別に組まれ、発表は300件以上に上った。従来どおり固
体高分子形燃料電池関係の発表が最も多かったものの、固体電解質形燃料電池（SOFC）関係の発表は全体の約4分の1
を占め、例年の倍近い数であったという。SOFCへの関心がますます高まっているということであろう。　　

高温作動型といわれるSOFCでは、低温化に向けた動きが活発化し、新規材料開発や電解質の薄膜化により作動温度
が700－850℃まで引き下げられつつある。今回の発表では、大半が低温作動を意識したものであり、中には600℃作動
の報告も見られた。基礎研究よりもスタックやシステムレベルの発表が比較的多かったこともあるが、これらのほと
んどにおいて、電解質に高温作動で汎用されたYSZが使用されていたのが印象的であった。また。作動温度の低温化に
伴い、メタルサポート型セルの報告も多く見られた。

セミナー期間中会場近くの駐車場では、燃料電池自動車およびバイクの試乗会が行われた（図2）。セミナー参加者で
あれば運転免許証を提示するだけで運転させてもらえるため、大人気であった。やはり燃料電池自動車・バイクは、世
界的にも一般市民にはまだまだ珍しい代物のようである。私もベンツの燃料電池車を運転してきた。音が静かなため、
エンジンがかかっているのかがわかり難く、スピード感覚もおかしくなる。歩行者サイドからは、車が近づいてもわか
りにくく危険という声もあるようである。もちろん、運転後には、H2+1/2O2→H2Oの反応に従い水が生成されている
かを忘れずにチェック。確かに、燃料電池自動車であった。

燃料電池関連の国際会議への参加は、今回が初めてであった。意気込んで一人で乗り込んでみたものの、右を見ても
左を見ても知らない人ばかりで少しばかりチキンになっていた。ところが、早めに会場に入って座っていると隣の人
に話し掛けられ会話が弾み、休憩時間に立ってコーヒーを飲んでいると席が空いていると声を掛けられそのまま会話
の中へ、また、空き時間に予稿集に目を通していると前の講演について質問されいつの間にか数人で食事に行くこと
になるなど大変気さくな方が多く、楽しく過ごすことが出来た。しかし、話しかけてもらうばかりでなかなか積極的に
なれず仕舞い。次回は、英会話とおばちゃん精神（積極性とたくましさ）に磨きを掛け、折角の機会をもっと有意義に過
ごしたいと思う。 
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2004 Fuel Cell Seminarに参加して

材料技術研究所　環境・エネルギーグループ
副主任研究員　情野　香

1．2004 Fuel Cell Seminar

エアーポケットエアーポケット

Japan Fine Ceramics Centerトピックストピックス

ＪＦＣＣ－ＯＢ会の第６回総会を５月２７日（金）、名古屋市東
区の第二富士ホテルにて開催しました。第６回目を迎える今回は、
全国から３８名のＯＢの方がご参加されました。

総会では、大橋ＯＢ会長のご挨拶に引き続いて、ＯＢ会役員改
選について審議され、現行役員の再任（次回総会までの任期）が満
場一致で決まりました。

ＪＦＣＣからは、ＪＦＣＣが２０周年を迎えたことについての
感謝のご挨拶（野嶋理事長）およびＪＦＣＣの最近の活動状況報
告（菊島・平井両専務）をしました。

総会終了後、多くの参加者は近くの東桜会館において開催され
たＪＦＣＣ２０周年記念パーティーにも参加され、現役職員との
旧交を温めました。

ＪＦＣＣ-ＯＢ会開催

ＯＢ会長挨拶
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エアーポケットエアーポケット Japan Fine Ceramics Center

図1　 Henry B. Gonzalez Convention Center 図2　燃料電池自動車試乗会

図3　アラモ 図4　リバーウォーク

サンアントニトは米国第8位の都市で、テキサス州の南西部に位置する。中南米への交易拠点として栄え、温暖な気
候から長期滞在型の観光都市となっている。観光名所には、テキサス独立戦争の際の激戦地「アラモの砦」（図3）や、市
内中心部を流れるサンアントニオ川を利用した水辺の散歩道「リバーウォーク」（図4）がある。リバーウォークに面し
多くのホテル、レストランやショッピングモールが並び、移動にとても便利であった。セミナー会場もリバーウォーク
沿いにあったため、毎朝川のせせらぎを楽しみながら、すがすがしい気分で会場へ向かうことが出来きた。1968年に
は万国博覧会が開催されている。メキシコに隣接しまた歴史的にも関係が深いことから、街中ではラテン系の人々が
多く見られた。スペイン語の会話が飛び交いラテン音楽が流れ、米国のなかのメキシコといった雰囲気の街であった。

今回、2004 Fuel Cell Seminarに参加させて頂き、世界の燃料電池事情や開発動向を再認識するとともに強い刺激を
受けてきた。これを、今後の研究につなげていきたいと思う。また、海外の燃料電池の研究者や関係者となごやかな雰
囲気の中交流が持てたことは、大変有意義であった。今後も積極的に参加し、関係を広げていきたい。最後に、今回国際
会議への参加にご協力頂きました皆様に、この場をお借りしお礼申し上げます。

2．サンアントニオ



MRS(Materials Research Society)は皆さんご存じのように米国の材料学会で、材料のプロセシングから特性評価、計
算による材料物性の予測、デバイスやモジュールの評価まで広範囲にカバーしています。しかし特徴的なのは、例えデ
バイスやモジュールの評価といった応用的な分野を対象としたシンポジウムであっても、材料科学の基礎を決してお
ろそかにせず、積極的に議論するということであります。この地に足が着いた取り組みが科学技術の発展に大きく貢
献しているというのが多くの参加者の意見であります。他の学会に較べると金属材料を取り扱っているものは比較的
に少なく、半導体やナノ／バイオ関係など、新しい分野の勢力が強い感があります。

今回私が参加したのは年２回（春：サンフランシスコ、秋：ボストン）あるもののうちの春の会議でありますが、サン
フランシスコという場所柄からか、ボストンでの会議に較べてヨーロッパ地区からの参加者が少なく、アジア太平洋
地区からの参加が多かった様に思えます。しかしながら今回は３月末から４月はじめという期間の開催であったため、
丁度年度がかわる日本からの参加は例年に較べて少ないとのことでありました。シンポジウムの数は３４個あり、そ
れぞれにオーラルセッションとポスターセッションがあり、特にポスターセッションは午後８時から１１時まで、ビー
ルやワインなどが入り顔の赤くなった研究者達が唾を飛ばし合うような、非常に密度の濃いものでありました。但し、
議論は非常に建設的なものばかりであったことを申し添えておきます。
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2005 Materials Research Society spring meetingに参加して

材料技術研究所　微構造解析・計算グループ
副主任研究員　吉矢　真人

１． 学会概要

開催地のサンフランシスコは、ご存じのように日本にとっては縁がある町であります。私にとっても名古屋に来る
前に約１年半暮らした場所（正確には近郊のBerkeleyであるが）であり、思い入れは深い。１９世紀末から日系人が入
植し、大きな日系人コミュニティーを築いており、その先人達のおかげで、当地では日本（文化、料理を含めて）の印象
はすこぶる良い。またこの町は1951年の講和条約の舞台となった場所であり、日本にとって戦後再出発のスタート地
点でもありました。

大きな観光地でもあることやその
リベラルな政策のせいか、多種多様な
人が住んでいます。町を歩いている人
の言葉も英語でないことが非常に多
く（町の名前からして英語ではない）、
日本人がアメリカ人風の人に道を聞
かれることも非常に多い（例えば私は、
5日間で15回程度道を聞かれました）。
良い意味で外国人扱いされないため、
自由気ままに過ごすことが出来ます。
当然このような環境では、「常識」は人
によって異なり、自分の常識を相手に
押しつけることは出来ません。つまり
共有されている固定観念が非常に少
ないといえます。また、自由というの
はその責任を伴います。つまり自由で
ある分自分で何とかしなければなり
ません。これらのことが、隣接するシ
リコンバレーにおけるハイテク産業
の劇的な発展を促したと言っても過
言ではないでしょう。

２． 開催地

サンフランシスコ湾の入り口に位置するゴールデンゲートブリッジ

エアーポケットエアーポケット Japan Fine Ceramics Center
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年度をまたいだ出張を可能にするべくご尽力頂いた方々に、この場をお借りして御礼申し上げます。この学会出張
にて得た知識、考え方、研究に対する姿勢をもって、更に良い、世の中に還元出来る成果を出して行くべく尽力したい
と思います。

３． 最後に

エアーポケットエアーポケット Japan Fine Ceramics Center

ツインピークスから見たサンフランシスコ中心部

ベイブリッジを跨いで対岸にオークランド、バークレーが見える

数々のノーベル賞受賞者を排出したカリフォルニア大学バークレー校
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（１） 自己紹介
　２００５年４月１日付けで、日本特殊陶業㈱より出向して参りました。研究企画部に所属し、特許関係を担当し
ております。研究者の皆様と共同出願人、特許事務所とのパイプ役です。少しでも円滑に特許出願ができればと願
っております。何年振りかの実務のため手際が悪く、回りの方々には大変なご迷惑を掛けています。３ヶ月を自分
の中では試用期間とし、その間に特許出願の手順に慣れなければと奮闘しています。実務をしていると、毎日毎日
仕事をしていることが体感として味わうことができ、１０年程は若返ったような気がしています。
　私が日本特殊陶業株式会社に入社しましたのは、丁度４年前の６月で、それまでは某電池会社で電池の研究から
製造・販売までをしていました。世の中のほとんどの電池に関与したことがあり、特に鉛蓄電池とリチウムイオン
２次電池は現役の研究・開発経験があります。と言う訳で電池のお話しをします。
（２）電池の歴史と将来
　最初の電池は、今から約2000年前のバクダッド東方の遺跡で発掘されています。1800年ボルタ電池、1859年鉛
蓄電池、1899年ニッケル／カドミウム電池、その後1991年に最新のリチウムイオン２次電池が発売されました。１
世帯当たり約８０個の電池が使われていると言われています。身の回りで電池を探してみると、表面には見えない
ことも多いのですが、本当に色々な所に納まって活躍しています。
1926年に豊田左吉翁は電池開発に現在の価値で２０億円の懸賞金を掛けました。最新の電池でも遙かに及ばない目
標値でしたが、高性能電池はいつの時代でも望まれているようです。２１世紀の産業は、半導体・液晶と共に電池
がキーになると言われることもあります。携帯電話のカタログを眺めていると電池が重要なキーデバイスであるこ
とを実感できます。
（３）セラミックスと電池
　ＪＦＣＣに来る前は、セラミックスと電池との関連を考えた事はありませんでしたが、
・　電池のプラス極の大半は、金属酸化物つまりセラミックスです。
・　携帯電話で使われている電池のマイナス極はグラファイト（カーボンナノチューブの元）です。
　カーボンナノチューブ×電池　＝　創・省エネ社会＋ユビキタス社会
この方程式が２１世紀を切り開くような予感がしています。私の専門である電池、電気化学がＪＦＣＣでもきっと
お役に立てる事があると思っております。
（４）私生活
　愛知県小牧市に単身赴任で住み４年が経ちました。愛知県は商工業と農漁業が両立し、日本で唯一独立できる県
と感心しております。自分の育った環境と比較すると本当に羨ましい感じがします。この恵まれた環境に単身で住
んで、休日には近辺の観光地をしらみつぶしに回っています。高速のインターが近いので、ほとんど渋滞が避けら
れ、東京での休日の渋滞が嘘のようです。素敵な穴場を地元の方々から教えて頂くことが楽しみになっています。
都会育ちですから自然への憧れが強く、蛍が手の届く所に飛んで来た時には本当に感動しました。また、花火大会
も火の粉が降りかかる近くで見る経験もさせて頂きました。
（５）最後に
　関東人からはその意味が絶対に想像できない名古屋弁を紹介します。
・　かんこうする（良く聞きます。辞書にも出ていました！）
・　もうやっこする（母親が子供達に言っているのを聞きました）
・　あかる（スナックのカウンターでママさんに言われました）
・　だだくさ（名古屋の方はこれが嫌いだと言われています）
・　しぶちがしてる（滅多に聞きません。梅雨時に関係があります）
関東の方は回りの名古屋人の方に意味を聞いて下さい。

以上。
（日本特殊陶業（株）より派遣）

電池の紹介

材料技術研究所　研究企画部　担当部長　
主席研究員　　佐野　茂

派遣研究員のページ派遣研究員のページ Japan Fine Ceramics Center
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３月３１日付
　退職（自己都合）
　　材料技術研究所　研究企画部　担当部長･主席研究員
　　材料技術研究所　研究第一部　ハイブリッドプロセスＧ　主任研究員

　退職（嘱託期間満了）
　　材料技術研究所　研究第一部　電子機能Ｇ　主任研究員待遇
　　材料技術研究所　研究第二部　環境エネルギーＧ　副主任研究員待遇
　　材料技術研究所　研究第二部　バイオマテリアルＧ　 副主任研究員待遇

　出向元復帰
　　材料技術研究所　研究企画部　担当部長･主席研究員
　　材料技術研究所　研究第二部　複合･計算設計G　主任研究員
　　材料技術研究所　研究第二部　複合･計算設計G　副主任研究員

　出向派遣解除
　　独立行政法人　新エネルギー･産業技術総合開発機構

４月１日付
　採用
　　材料技術研究所　研究第二部　環境エネルギーＧ　副主任研究員
　　材料技術研究所　研究第二部　バイオマテリアルＧ　 副主任研究員

　嘱託採用
　　事務局
　　材料技術研究所　研究第一部　ナノカーボンＧ　主任研究員待遇

　出向受入
　　材料技術研究所　研究企画部　担当部長･主席研究員
　　材料技術研究所　研究第一部　ナノカーボンG　主任研究員
　　材料技術研究所　研究第一部　ハイブリッドプロセスG　主任研究員
　　材料技術研究所　研究第二部　高温機能G　主任研究員
　　材料技術研究所　営業部　担当部長･主幹研究員

　出向派遣
　　独立行政法人　新エネルギー･産業技術総合開発機構

４月２８日付
　出向元復帰
　　材料技術研究所　研究第二部　高温機能Ｇ(研究職)

５月１５日付
　出向元復帰
　　材料技術研究所　研究第一部　微構造解析･計算Ｇ(研究職)

５月１６日付
　出向受入
　　材料技術研究所　研究第一部　微構造解析･計算Ｇ(研究職)

５月３１日付
　出向元復帰
　　材料技術研究所　研究第一部　環境エネルギーＧ　(研究職)

木村　和成
稲田　健志

ゾウガネリス　ゲオルギオス
川原　浩一
橋本　雅美

飯島　　繁　(日本特殊陶業㈱)
尾山　貴司　(㈱村田製作所)
和田　国彦　(㈱東芝)

北岡　　諭

川原　浩一
橋本　雅美

市川　直子
加藤　治夫

佐野　　茂　(日本特殊陶業㈱)
布施　圭一　(東芝マテリアル㈱)
白鳥　　晃　(㈱村田製作所)
久野　孝希　(TOWA㈱)
法月　　廣　(㈱ノリタケカンパニーリミテド)

安富　義幸

岸本　智子　(TOWA㈱)

山崎　　哲　(日本ガイシ㈱)

藤崎　真司　(日本ガイシ㈱)

ヴィロック　ダミアン　(サンゴバン社) 

人の動き

○　財団法人　本多記念会　　「本多記念賞」
　　受賞者　：　平井敏雄
　　受賞題目：「セラミックス・ナノ・コンポジットおよび傾斜機能材料に関する研究」

○　社団法人　日本セラミックス協会  「学術賞」
　　受賞者　： 楠　美智子
　　受賞題目：「超高密度ナノチューブ･デバイスの開発と超微粒子の研究」

○　社団法人　日本セラミックス協会  「技術賞」
　　受賞者　： 池田　泰、水田　安俊
　　受賞題目：「セラミックスの高分解能三次元Ｘ線ＣＴ解析技術の開発」

○　社団法人　粉体粉末冶金協会  「研究功績賞」
　　受賞者　： 松原　秀彰
　　受賞題目：「サーメットおよびセラミックスの焼結組織制御･設計に関する研究」

表彰

JFCC の動きJFCC の動き Japan Fine Ceramics Center
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参加要項
●参加料 ： 無料（要申込み）
●申込み・問合わせ先 ： （財）ファインセラミックスセンター 事業部
　　　　　　　　　 　TEL 052-871-3500　FAX 052-871-3503　URL http://www.jfcc.or.jp

13:00～13:05

「環境に優しい自動車の材料技術」 トヨタ自動車（株）　第2材料技術部長　佐竹　茂　氏

専務理事　菊島　一郎

13:45～13:55 専務理事  材料技術研究所長　平井　敏雄

13:05～13:45 特別講演

1. 「 透過型電子顕微鏡による長尺YBCO超電導線材の微細構造解析 ｣ 主任研究員　加藤　丈晴
13:55～14:15 研究発表

2. 「 Niナノ粒子分散シリカ粉末の高温水素親和性 ｣ 副主任研究員　幾原　裕美14:15～14:35

4. 「 希土類添加ZnO薄膜の電界発光素子 ｣ 主席研究員　田中　滋
15:40～16:00 研究発表

3. 「 SiC表面分解法によるカーボンナノチューブの機械的応用 ｣ 主席研究員　楠　美智子14:35～14:55

5. 「 ヒト骨に近い機械特性と生体活性能をもつ有機・無機複合バイオ材料 ｣ 副主任研究員　橋本　雅美16:00～16:20

6. 「 電子ビームPVD法によるセラミックコーティングとナノ構造制御 ｣ 副主任研究員　山口　哲央16:20～16:40

7. 「 セラミックス焼結過程の計算設計 ｣ 副主任技師　野村　浩16:40～17:00

ポスターセッション

研究開発方針

主催者挨拶

14:55～15:40 （休憩）

ポスターセッション17:00～17:30

専務理事　菊島　一郎

専務理事  材料技術研究所長　平井　敏雄

「経済産業省におけるナノテク戦略について」

経済産業省　製造産業局　非鉄金属課長　ナノテクノロジー・材料戦略室長　　
ファインセラミックス室長　中山　亨　氏

特別講演

1. 「 透過型電子顕微鏡による長尺YBCO超電導線材の微細構造解析 ｣ 主任研究員　加藤　丈晴

研究発表

2. 「 Niナノ粒子分散シリカ粉末の高温水素親和性 ｣ 副主任研究員　幾原　裕美

4. 「 希土類添加ZnO薄膜の電界発光素子 ｣ 主席研究員　田中　滋

3. 「 SiC表面分解法によるカーボンナノチューブの機械的応用 ｣ 主席研究員　楠　美智子

研究発表

5. 「 ヒト骨に近い機械特性と生体活性能をもつ有機・無機複合バイオ材料 ｣ 副主任研究員　橋本　雅美

6. 「 電子ビームPVD法によるセラミックコーティングとナノ構造制御 ｣ 副主任研究員　山口　哲央

ポスターセッション

研究開発方針

主催者挨拶

（休憩）

ポスターセッション

13:30～13:35

14:15～14:25

13:35～14:15

14:25～14:45

14:45～15:05

16:00～16:20

15:40～16:00

16:20～16:40

16:40～17:00

15:05～15:40

17:00～17:30

主催 財団法人ファインセラミックスセンター

名古屋会場
日時
場所

7月8日（金）１３：００～１７：３０
名古屋国際会議場 1号館4階「レセプションホール」　　名古屋市熱田区熱田西町１－１　tel 052-683-7711

東京会場
日時
場所

7月15日（金）１３：３０～１７：３０
科学技術館地下1階「サイエンスホール」　　東京都千代田区北の丸公園２－１　tel 03-3212-8448

年度 研究成果発表会（第17回）2005

事業案内事業案内 Japan Fine Ceramics Center




